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9月定例会

は
じ
め
て
の

休
日
議
会
を
開
催

　
　
　
　

        

傍
聴
者　

24
人

　

町
議
会
で
は
、「
議
員

定
数
等
に
関
す
る
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
、
議
員

定
数
、
議
員
報
酬
、
議
会

の
活
性
化
に
関
す
る
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、
議
会

の
活
性
化
の
取
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
町
民
の
方
に

も
っ
と
議
会
に
対
す
る
関

心
を
高
め
て
も
ら
う
こ

と
、
当
町
の
状
況
等
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
休
日
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
13
号
が

接
近
し
、
あ
い
に
く
の
天

候
で
し
た
が
、
24
人
の
傍

聴
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
休
日
議
会

は
、
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問

は
、
一
括
質
疑
方
式
で
議

員
が
全
て
の
質
問
を
一
括

し
て
質
問
し
、
町
執
行
部

に
答
弁
を
求
め
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
か
ら
一
問
一

答
方
式
に
替
え
、
議
員
が

一
般
質
問
通
告
書
に
記
載

し
た
事
項
を
一
つ
ず
つ
質

問
し
、
答
弁
を
求
め
る
形

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
疑
の
時
間
を

制
限
す
る
た
め
、
各
議
員

の
質
問
持
ち
時
間
を
30
分

と
し
ま
し
た
。

当日の議場内

○
休
日
議
会
の
開
催
は
、
身

近
な
問
題
が
山
積
み
し
て
い

る
町
政
へ
の
関
心
を
高
め
る

上
で
有
意
義
で
あ
り
、
評
価

で
き
る
。

○
議
員
の
質
問
時
間
が
、
30

分
に
改
正
さ
れ
、
議
員
が
町

執
行
部
に
対
す
る
質
問
も
こ

れ
ま
で
と
違
っ
て
、
緊
張
感

が
随
所
に
見
ら
れ
た
。

○
議
員
の
質
問
に
対
し
て
、

町
執
行
部
も
的
確
に
答
弁

し
、
傍
聴
者
も
要
旨
を
理
解

で
き
た
。

○
議
員
は
、
町
民
の
身
近
な

声
を
聞
く
た
め
に
交
流
会
等

を
開
き
、
意
見
を
議
会
に
反

映
し
て
ほ
し
い
。

○
行
政
側
の
机
に
は
課
名

の
札
が
な
い
の
で
、
誰
が
答

弁
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
。

○
も
っ
と
多
く
の
町
民
が
傍

聴
し
て
、
町
づ
く
り
の
た
め

の
意
見
を
出
し
た
ら
い
い
と

思
っ
た
。

○
議
員
だ
け
に
任
せ
な
い

で
、
私
た
ち
町
民
も
積
極
的

に
参
加
し
た
い
。

○
わ
が
町
は
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
作
っ
て
い
く
も
の
で

あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
見
届

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

こ
れ
ま
で
無
関
心
だ
っ
た
こ

と
を
反
省
し
て
い
る
。

傍
聴
し
て
の
感
想

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
13
日
か
ら
26
日
ま
で
の

14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
附
属
機
関
設
置
条
例
の

改
正
を
は
じ
め
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
34
議

案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
会
計
の
決
算
認
定
及
び
陳
情
に
つ
い

て
は
、
今
会
期
中
に
審
議
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
継
続
審
議
と
し
ま
し
た
。



2平成１８年１０月３１日発行  鞍手町議会だより  No.６８3 平成１８年１０月３１日発行  鞍手町議会だより  No.６８

休
日
な
ら
傍
聴
し
た
い

　

私
は
こ
れ
ま
で
議
会
を
傍
聴

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
全

く
の
無
関
心
で
お
り
ま
し
た
。

　

今
回
広
報
で
休
日
議
会
が
開

催
さ
れ
る
記
事
を
見
て
、
当
町

の
議
会
は
ど
う
い
う
も
の
か
、

何
を
議
論
し
て
い
る
の
か
、
い

ろ
い
ろ
と
考
え
ま
し
た
。

　

私
と
同
じ
よ
う
な
考
え
の
人

は
、
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
町
民
の
声
の
代
弁
者

で
あ
る
議
員
さ
ん
方
が
何
を
発

言
さ
れ
、
当
町
の
財
政
状
況
、

諸
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
、
一
度
傍
聴
し
て
聞
い
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で

平
日
は
無
理
で
す
が
、
休
日
で

あ
れ
ば
可
能
で
す
。
早
い
機
会

に
傍
聴
に
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

八
尋
区　

男
性

も
っ
と
町
民
の
声
を

　

休
日
議
会
は
、
良
い
取
り
組

み
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
前

に
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
は
ず
で

す
。
町
民
の
声
を
聞
い
て
、
そ

れ
を
議
会
に
反
映
し
て
も
ら
え

る
の
な
ら
、
議
会
に
対
し
て
関

心
も
沸
こ
う
が
、
今
の
状
態
で

は
何
曜
日
に
し
よ
う
と
同
じ
で

は
な
い
で
す
か
。

新
延
本
村
区　

女
性

議
会
に
関
心
を

　

町
民
は
、
議
会
に
対
し
て
関

心
を
持
っ
て
い
な
い
。
特
に
若

年
層
に
い
え
る
。
議
会
に
関
心

が
あ
れ
ば
、
勤
め
て
い
て
も
時

間
を
作
っ
て
傍
聴
に
行
く
は
ず

で
あ
る
。

中
山
本
村
区　

男
性

　　　　　アンケート結果
　　傍聴者２４人のうち２２人の方から回答をいただきました。
　　ありがとうございました。

１．性　別
　　　　　男　　１３人　　　女　　　９人

２．年　齢
　　　　　３０代　２人　　４０代　２人　　５０代　６人
　　　　　６０代　８人　　７０代　４人

３．議会の傍聴は何回目ですか
　　　　　はじめて　１４人　　２回目　１人　　３回目　２人　４回以上　５人

４．傍聴に来られた理由は（主なもの）
　　　　　知人に誘われて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８人　　　
　　　　　以前から傍聴したかったが、休日しか来れない　　　　　５人
　　　　　平日でも来れるが、今回はじめて傍聴した　　　　　　　５人

５．休日議会の開催回数は年何回を望まれますか
　　　　　年４回（定例会ごと）１１人　　　　　　　年３回　　　　　　　２人
　　　　　年２回　　　　　　　　６人　　　　　　　年１回　　　　　　　１人
　　　　　必要なし　　　　　　　１人

６．休日議会の議事項目はどれを望まれますか
　　　　　議案提案　　０人　　　　　　　　　　　一般質問　　１４人
　　　　　議案質疑　　５人　　　　　　　　　　　議案採決　　　１人

７．傍聴されてどう思われましたか（複数回答あり）
　　　　　○町政に対し、関心が高まった　　　　　　　　　　　１１人
　　　　　○議会を知ることができてよかった　　　　　　　　　　５人
　　　　　○もっと町民の声を反映して欲しい　　　　　　　　　　４人
　　　　　○質問者・答弁者は発言の趣旨を明確にして欲しい　　　３人

傍
聴
に
来
ら
れ
て
い
な
い
方

か
ら
休
日
議
会
に
対
す
る
ご

意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

傍聴席

ど
う
思
う
？

休

日

議

会



4平成１８年１０月３１日発行  鞍手町議会だより  No.６８5 平成１８年１０月３１日発行  鞍手町議会だより  No.６８

　

本
補
正
予
算
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
平
成
18
年

４
月
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
制
度
の
変
更
や
、
児

童
手
当
の
支
給
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
町
営

葬
斎
場
や
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
管
理
者
を
民
間
業
者
に
指

定
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
財
源
と
し
て
、
現
時
点
で
確
定
し
て
い
る
地
方

特
例
交
付
金
、
普
通
交
付
税
、
繰
越
金
及
び
国
・
県
補

助
金
等
を
充
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
３
１
８

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
65
億
３
４
８
５
万
円
と

し
ま
し
た
。

（
賛
成
14
・
反
対
２
で
可
決
）

補正の主なもの

《歳入》

　普通交付税追加 ９, ２２８万円

　国庫支出金追加 １, １２６万円

　県支出金追加 １, ２６８万円

　財政調整基金繰入金減額 △１, ８４０万円

　前年度繰越金追加 ３, ５９１万円

《歳出》

　障害者自立支援費追加 ９, ５５６万円

　障害者支援費減額 △７, ８２６万円

　し尿処理費追加 ２, ３５６万円

　用排水路費追加 １, ６６０万円

　下水道総務費減額 △１, ６３４万円

　

そ
の
他
４
件
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

○　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○　

老
人
保
健
特
別
会
計

○　

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
会
計

○　

水
道
事
業
会
計

そ
の
他
の
予
算

平成１８年度　補正予算

１億３,３１８万円を追加

一 般 会 計

１０月から民間が管理する町営葬斎場
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人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

教
育
委
員
の
任
命

　

人
権
擁
護
委
員　

添
田
忠
敏
氏
の
死
去
に
伴
い
、
加
留
部
君

子
氏
を
そ
の
後
任
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、議
会
は
、

賛
成
多
数
で
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

　

教
育
委
員　

末
永　

清
氏
の
任
期
が
本
年
10
月
６
日
で
満
了

す
る
た
め
、
同
氏
の
再
任
に
つ
い
て
、
議
会
は
賛
成
多
数
で
同

意
し
ま
し
た
。

加
か

 留
る

 部
べ

　君
きみ

 子
こ

　氏（５８歳）

　現住所　小牧２３３３番地１５２

　任　期　法務大臣が決定

　　　　 

　　　　 

末
すえ

　永
なが

　　清
きよし

　氏（６５歳）

　現住所　小牧２３３３番地１６３

　任　期　平成１８年１０月７日から

　　　　　平成２２年１０月６日まで

　　　　　２期目

請
負
契
約
の
締
結

特
定
地
域
開
発
就
労
事
業

山
田
添
〜
半
中
線
道
路
改
良

工
事
（
一
工
区
）

【
契
約
相
手
方
】

　

三
新
建
設

　
　

代
表
者　

三
坂 

隆
太

【
契
約
金
額
】

　

４
９
８
２
万
２
５
０
０
円

【
工
期
】　

１
４
２
日
間

　

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら

　

平
成
19
年
２
月
19
日
ま
で

　
　
　

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

特
定
地
域
開
発
就
労
事
業

山
田
添
〜
半
中
線
道
路
改
良

工
事
（
二
工
区
）

【
契
約
相
手
方
】

　

藤
本
土
木 

㈱

　
　

代
表
取
締
役 

藤
本 

万
一

【
契
約
金
額
】

　

５
５
６
５
万
円

【
工
期
】　

１
４
２
日
間

　

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら

　

平
成
19
年
２
月
19
日
ま
で

　
　
　

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

道路改良される山田添～半中線

課
税
の
免
除

本
年
度
４
件
の
固
定

資
産
税
を
免
除

　
　
　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

鞍
手
町
工
場
等
設
置
奨
励

に
関
す
る
条
例
で
、
町
内
の

事
業
所
が
工
場
等
の
新
設
及

び
増
設
を
行
い
、
産
業
の
振

興
と
雇
用
の
促
進
を
図
り
、

も
っ
て
町
政
の
発
展
と
福
祉

の
増
進
を
図
っ
た
こ
と
に
対

し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

年　度 新設の場合 増設の場合

第１年度 １００％ １００％

第２年度 １００％ ５０%

第３年度 １００％ －　

納税義務者 課税免除額 区　分

黒木コンポジット ㈱ １,４６３,８００円 増　設
第２年度

㈱ 門倉剪断工業 ４,２８８,２００円 増　設
第 1年度

㈱ 若松メカニクス １,０５２,４００円 増　設
第 1年度

千々木工業 ２８８,２００円 新　設
第 1年度

合　　計 ７,０９２,６００円

平成１８年度固定資産課税免除の内訳

課税免除の基準
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条
例
の
制
定
及
び
廃
止

附 属 機 関 名 協　議　項　目

廃　止
町制施行５０周年
記念行事実施委員会

町制施行５０周年の記念行事が終えたので、その
企画・立案及び実施のため設置した委員会を廃止
する。

新　設

公共用地利用対策会議
土地開発公社が保有する公共用地に関する諸問題
についての協議を行う ｡

鞍手分校あり方検討委員会
鞍手分校の存続、統合及び廃校についての調査、
研究及び検討を行う ｡

学校給食民間委託導入検討委員会 学校給食の民間委託導入についての検討を行う ｡

（全員 13・反対３で可決）

学校給食民間委託導入検討委員会を設置

現　行 改正後

一　　般
１食　２６０円

（１日　７８０円）

１食　　　　４６０円
３食　　１, ３８０円
居住費　　　３２０円
( １日１, ７００円 )

住民税非課税世帯

１食　２１０円
（１日　６３０円）
入院４ヶ月以降は
１食　１６０円

（１日　４８０円）

１食　　　　２１０円
３食　　　　６３０円
居住費　　　３２０円
( １日９５０円 )

年金受給額８０万円
以下等の低所得

１食　１００円

（１日　３００円）

１食　　　　１３０円
３食　　　　３９０円
居住費　　　３２０円
（１日７１０円）

老齢福祉年金受給者 －

１食　　　　１００円
３食　　　　３００円
居住費　　　　　０円
（１日３００円）

入
院
時
の
自
己
負
担
が
増
加

　

急
速
な
高
齢
化
社
会
の

進
展
に
伴
い
、
医
療
費
が

急
増
す
る
中
、
国
は
国
民

皆
保
険
を
堅
持
し
、
将
来

も
持
続
可
能
な
も
の
と
す

る
た
め
、
現
役
並
み
の
所

得
を
有
す
る
高
齢
者
の
患

者
負
担
、
療
養
病
床
に
入

院
す
る
70
歳
以
上
の
高
齢

者
の
食
費
や
居
住
費
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
入
院
時

の
食
事
療
養
費
の
額
を
改

正
し
ま
す
。

（
賛
成
14
、
反
対
２
で
可
決
）

入院時の食事療養費の額

　
　

反 

対 

討 

論

　

鞍
手
分
校
は
、
長
い
歴
史
が
あ

り
、
４
年
前
に
は
卒
業
生
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
体
育
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
い
る
間
は
、

委
員
会
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
17
人
の

委
員
で
５
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、

結
論
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
心
配
で
す
。

コ
ス
ト
や
人
件
費
の
削
減
の
み
を
考

え
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
何
が
大
切
か
、
食
育
、
地
産

地
消
の
観
点
か
ら
何
を
守
る
べ
き
か

を
委
員
会
を
設
置
す
る
前
に
十
分
に

論
議
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。　
　

（
松
本　

典
子
）

　
　

賛 

成 

討 
論

　

対
策
会
議
・
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
町
長
の
こ
れ
ら
の
問
題
に

対
す
る
積
極
的
か
つ
前
向
き
に
対
処

す
る
現
れ
だ
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

鞍
手
分
校
あ
り
方
検
討
委
員
会
及

び
学
校
給
食
民
間
委
託
導
入
検
討
委

員
会
に
つ
い
て
は
、
町
長
及
び
執
行

部
の
答
弁
に
よ
り
、
何
ら
の
前
提
条

件
の
な
い
状
態
で
設
置
、
さ
ら
に
検

討
す
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
す
の
で
、
賛
成
し
ま
す
。

（
田
中　

二
三
輝
）

　

反 

対 

討 

論

　

今
回
の
改
正
は
、
一

般
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
月
に
約
３
万
円
の
負

担
増
と
な
り
、
老
齢
年
金

し
か
貰
っ
て
い
な
い
お
年

よ
り
に
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
無
料
だ
っ
た
も
の
が
月

９
千
円
の
負
担
を
課
そ
う

と
す
る
も
の
で
、
あ
ま

り
に
負
担
が
大
き
す
ぎ
ま

す
。

　

ま
し
て
や
、
国
の
政
策

は
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
を

減
ら
し
、
患
者
を
減
ら
し

て
、
医
療
費
を
削
減
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
改
正
に
反

対
し
ま
す
。（宇

田
川　

亮
） 町立病院
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少
子
化
対
策
及
び
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
る
た

め
、
３
歳
未
満
児
の
初
診
料
・

往
診
料
の
自
己
負
担
額
が
、

公
費
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○
Ｊ
Ａ
直
鞍
生
産
部
会
連
絡

協
議
会
設
立
に
伴
う
条
例
改

正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○
技
能
習
得
資
金
の
貸
与
に

係
る
条
例
を
廃
止

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

【
指
定
管
理
者
】

　

新
潟
県
新
潟
市

　

富
士
建
設
工
業 

㈱

　

代
表
取
締
役　

鳴
海
武
徳

【
契
約
期
間
】　

３
年
６
ヶ
月

　

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら

　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

【
管
理
す
る
業
務
】

○
葬
斎
場
の
使
用

○
火
葬
業
務

○
施
設
、
設
備
、
物
品
の
維

持
・
管
理

○
葬
斎
場
内
外
の
清
掃

○
火
葬
状
況
等
各
種
報
告

○
委
託
契
約
の
執
行
に
伴
う

契
約
及
び
支
払
い

○
そ
の
他
、
付
随
す
る
業
務

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

【
指
定
管
理
者
】

　

鞍
手
町
大
字
中
山
２
４
５
１

　

㈲ 

鞍
手
衛
生
舎

　

代
表
取
締
役　

竹
松
新
二

【
契
約
期
間
】　

３
年
６
ヶ
月

　

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら

　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

【
管
理
す
る
業
務
】

○
し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
処
理

○
施
設
、
設
備
、
物
品
の
維

持
・
管
理

○
施
設
内
外
の
清
掃

○
し
尿
処
理
月
報
等
各
種
報
告

○
委
託
契
約
の
執
行
に
伴
う

契
約
及
び
支
払
い

○
そ
の
他
、
付
随
す
る
業
務

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

西川第一保育所の子どもたち

　

健
康
保
険
法
が
改
正
さ

れ
、
出
産
育
児
一
時
金
が
、

10
月
１
日
か
ら
こ
れ
ま
で
の

30
万
円
か
ら
、
35
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

医
療
費
の
「
標
準
負
担
額
」

が
「
食
事
療
養
標
準
負
担
額

及
び
生
活
療
養
負
担
額
」
に

改
め
ら
れ
、
支
給
額
が
変
わ

り
ま
す
。

（
賛
成
14
・
反
対
２
で
可
決
）

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改

正
に
よ
り
、
国
の
公
費
負
担

制
度
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、

今
後
は
、
県
と
町
が
負
担
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
施
設
が

あ
る
市
町
村
に
住
所
を
変
更

し
て
も
、
障
害
者
施
設
の
入

所
を
決
定
し
た
市
町
村
が
障

害
者
医
療
費
を
支
給
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

（
賛
成
14
・
反
対
２
で
可
決
）

出
産
育
児
一
時
金
を

35
万
円
に
引
き
上
げ

件　 数 支 給 額

平成１５年度 ２３件 ６,９００,０００円

平成１６年度 ２９件 ８,７００,０００円

平成１７年度 １７件 ５,１００,０００円

母
子
家
庭
等
医
療
費

の
支
給
条
例
を
改
正

重
度
心
身
障
害
者
医

療
の
町
負
担
が
増
加

受給者数 医療費支給額

平成１５年度 ４６２人 ２８,９３０,９２０円

平成１６年度 ４３７人 ２４,１９７,４４０円

平成１７年度 ４４３人 ２６,７１３,１１０円

出産育児一時金支給状況

母子家庭等医療費の状況

重度心身障害者医療費の状況

受給者数 医療費支給額

平成１５年度 ４４２人 ７１,１７５,６０３円

平成１６年度 ４５８人 ６９,９１９,７０８円

平成１７年度 ４５９人 ７３,３９９,８３５円

３
歳
未
満
児
の
医
療

費
が
全
額
無
料
に

そ
の
他
の
条
例
の
改

正
及
び
廃
止

　

平
成
15
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
、
広
く
民
間
事
業
者

等
も
公
の
施
設
の
管
理
を
受
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
指
定
管
理

者
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
町
に
お
い
て
も
本
年

３
月
、
町
営
葬
斎
場
な
ど
の
公
の
施
設
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
関
係
条
例
等
の
整
備
を
行
い
、
導
入

し
ま
し
た
。

衛
生
セ
ン
タ
ー

　

町
営
葬
斎
場
・
衛
生
セ
ン
タ
ー
に

指
定
管
理
者
を
指
定

町
営
葬
斎
場
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（
要
旨
）

　

現
在
国
は
、
乳
幼
児
・
障

害
者
・
母
子
家
庭
医
療
の
実

施
に
伴
っ
て
、
受
診
者
が
増

え
、
そ
の
結
果
医
療
費
が
増

大
す
る
と
し
て
、
国
庫
負
担

金
の
削
減
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ

ィ
を
課
し
て
い
る
。

　

当
議
会
は
、
県
主
導
で

推
進
さ
れ
て
き
た
福
祉
３
医

療
に
対
す
る
国
庫
負
担
金
の

削
減
分
に
つ
い
て
は
、
保
険

財
政
の
厳
し
い
状
況
を
直
視

し
、
県
費
助
成
措
置
を
強
く

要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

提
出
者　
　
　

宇
田
川　

亮

送
付
先

　
　

福
岡
県
知
事

　
　
　
　
　
　

麻
生　
　

渡

意
見
書

議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
４
件
を
全
会
一
致
で

可
決
し
、
関
係
機
関
宛

送
付
し
ま
し
た
。

乳
幼
児
・
障
害
者
母

子
家
庭
医
療
に
対
す

る
県
費
助
成
措
置
を

求
め
る
意
見
書

（
要
旨
）

　

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
め
ざ
す
立
場
か
ら
次
の
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

１
．
地
方
交
付
税
制
度
の
財

源
保
障
と
財
政
調
整
の
機
能

を
堅
持
し
、
自
治
体
の
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一

般
財
源
の
総
額
を
確
保
す
る

こ
と
。

２
．
国
か
ら
地
方
へ
の
過

剰
な
関
与
を
見
直
し
、
さ
ら

な
る
税
源
移
譲
と
国
庫
補
助

負
担
金
改
革
を
進
め
、
地
方

自
治
の
確
立
と
分
権
改
革
の

基
盤
整
備
に
つ
な
が
る
税
財

政
制
度
の
改
革
を
進
め
る
こ

と
。

提
出
者　
　
　

香
原　
　

暹

送
付
先

　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　

安
倍　

晋
三

　
　

総
務
大
臣

　
　
　
　
　
　

菅　
　

義
偉

　
　

経
済
産
業
大
臣

　
　
　
　
　
　

甘
利　
　

明

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見

書

（
要
旨
）

　

障
害
者
福
祉
制
度
の
充
実

を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
を

含
む
施
策
の
実
現
を
行
う
こ

と
を
要
望
す
る
。

１
．
障
害
者
の
自
立
支
援
策

を
実
施
・
推
進
す
る
と
と
も

に
、
各
障
害
当
事
者
の
意
見

を
十
分
に
反
映
し
、
必
要
な

見
直
し
を
行
う
こ
と
。

２
．
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
自
己

負
担
は
、
障
害
当
事
者
の
収

入
状
況
を
勘
案
し
、
低
所
得

者
向
け
の
負
担
軽
減
・
免
除

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
。

３
．
重
度
の
障
害
を
持
ち
、

長
時
間
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
サ

ー
ビ
ス
を
十
分
に
確
保
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
国

が
財
政
的
支
援
等
を
行
う
こ

と
。

提
出
者　
　
　

香
原　
　

暹

送
付
先

　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　

安
倍　

晋
三

　
　

厚
生
労
働
大
臣

　
　
　
　
　
　

柳
澤　

伯
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

障
害
者
福
祉
制
度
の

充
実
に
関
す
る
意
見

書

（
要
旨
）

　

政
府
は
、
生
活
扶
助
基
準
、

母
子
加
算
の
廃
止
な
ど
、
生

活
保
護
制
度
の
見
直
し
を
行

お
う
と
し
て
い
る
。

　

生
活
保
護
制
度
は
、
わ
が

国
の
全
て
の
社
会
保
障
制
度

に
お
け
る
最
後
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
国
が
責

任
を
持
っ
て
そ
の
水
準
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
で
あ
る
。　

　

当
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革

の
名
の
下
に
生
活
保
護
制
度

を
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

そ
の
給
付
に
つ
い
て
は
憲
法

に
記
さ
れ
た
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
の
あ
り

方
、
社
会
保
障
全
般
と
の
整

合
性
等
を
十
分
に
勘
案
し
た

水
準
を
保
っ
た
制
度
と
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
。

提
出
者　
　
　

香
原　
　

暹

送
付
先

　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　

安
倍　

晋
三

　
　

厚
生
労
働
大
臣

　
　
　
　
　
　

柳
澤　

伯
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

生
活
保
護
制
度
に
関

す
る
意
見
書

平
成
17
年
度
決
算

（
理
由
）

　

各
会
計
の
決
算
を
今
会
期

中
に
審
議
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

継
続
審
議
と
し
ま
し
た
。

【
総
務
委
員
会
】

○
一
般
会
計

○
水
道
事
業
会
計

【
民
教
委
員
会
】

○
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

○
老
人
保
健
会
計

○
住
宅
新
築
資
金
会
計

○
介
護
老
人
保
健
会
計

○
病
院
事
業
会
計

【
産
業
委
員
会
】

○
か
ん
が
い
揚
排
水
施
設
維

持
管
理
運
営
費
会
計

○
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
会
計

○
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
会

計

継　

続　

審　

議

子
育
て
支
援
の
充
実
を

求
め
る
陳
情

（
理
由
）

　

民
教
委
員
会
で
資
料
・
情

報
の
収
集
な
ど
を
行
い
、
審

議
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

継
続
審
議
と
し
ま
し
た
。

（
要
旨
）

　

若
い
世
代
の
結
婚
や
出

産
・
子
育
て
な
ど
へ
の
た
め

ら
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

的
要
因
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
要
因
を
取
り
除
く
た
め

に
、
雇
用
・
福
祉
・
教
育
・

住
環
境
・
税
制
な
ど
の
社

会
の
幅
広
い
分
野
に
お
け
る

「
環
境
づ
く
り
」
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、「
子
育

て
支
援
策
」
を
早
急
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
強
く
陳
情
い
た

し
ま
す
。

陳
情
者　

　

子
育
て
を
応
援
す
る

　
　
　
　
　
　

住
民
の
会

　
　
　

代
表　

田
代　

直
世
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Ａ　

人
口
が
減
少
す
る
中
、

こ
れ
ま
で
存
続
し
て
き
ま
し

た
が
、
町
立
と
し
て
負
担
が

あ
ま
り
に
大
き
い
の
で
、
今

後
ど
う
す
る
か
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
廃
校
に
す
る

こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
き
る
限
り
存
続
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

 

Ｑ　

委
員
構
成
は
。

 

Ａ　

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
12

人
、
学
校
関
係
者
５
人
、
行

政
２
人
の
19
人
以
内
を
考
え

て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

委
員
会
の
設
置
に
つ
い

て
、
国
や
県
か
ら
の
指
導
等

は
あ
っ
た
の
か
。

 

Ａ　

指
導
は
あ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
町
単
独
で
す
。

 

Ｑ　

学
校
給
食
は
上
手
く

い
っ
て
い
る
の
か
、
民
間
委

託
を
導
入
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
の

か
。

 

Ａ　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

状
況
は
、
職
員
４
人
、
パ
ー

ト
７
人
、
運
転
手
２
人
で
、

給
食
費
は
年
間
２
４
０
０
万

円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
中
で
、
ど
の
経
費
を

削
減
す
る
と
効
果
が
あ
る
の

か
、
ま
た
、
施
設
・
設
備
の

老
朽
化
な
ど
を
考
え
る
と
、

業
者
の
施
設
を
使
用
し
た
民

間
委
託
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

Ｑ　

今
食
の
乱
れ
は
ひ
ど
い

状
況
で
す
。
学
校
給
食
が
子

ど
も
た
ち
の
食
の
３
分
の
１

を
学
校
給
食
が
担
っ
て
い
る

重
要
な
も
の
で
す
。
こ
の
民

間
委
託
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

Ａ　

食
育
、
安
心
安
全
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
か
ら

少
子
化
が
進
み
、
学
童
数
が

減
っ
た
と
き
の
学
校
給
食
事

業
の
運
営
な
ど
の
諸
問
題
を

こ
の
委
員
会
で
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

Ｑ　

学
校
教
育
現
場
に
は
、

聖
域
を
設
け
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
以
前
か
ら
言
っ

て
い
る
が
、
町
長
は
、
議
会

が
可
決
し
、
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
、
出
さ
れ
た
も
の
を

実
行
し
て
い
か
れ
る
の
か
。

 

Ａ　

私
も
教
育
は
大
事
な
聖

域
だ
と
い
う
こ
と
は
、
深
く

理
解
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
委
員
会
か
ら
出
た

結
論
を
尊
重
し
、
詰
め
て
い

き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
委
員
会
の
場

で
し
っ
か
り
議
論
し
て
頂
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

委
員
構
成
は
。

 

Ａ　

土
地
開
発
公
社
５
人
、

町
執
行
部
５
人
、
議
会
５
人

の
15
人
を
考
え
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

専
門
の
知
識
を
持
っ
た

方
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

 

Ａ　

こ
れ
ま
で
弁
護
士
と
十

分
に
協
議
を
し
、
県
に
も
助

言
・
指
導
も
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
必
要
が
あ
れ

ば
入
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

 

Ｑ　

こ
の
対
策
会
議
の
中

で
、
こ
れ
ま
で
の
責
任
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
協
議
し
て
も

ら
い
た
い
が
。

 

Ａ　

こ
の
場
に
な
っ
て
責

任
が
ど
こ
に
あ
る
か
協
議
す

る
よ
り
も
、
町
民
に
負
担
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
今
か

ら
ど
う
す
る
か
を
協
議
し
ま

す
。

 

Ｑ　

こ
の
対
策
会
議
と
土
地

開
発
公
社
の
考
え
方
が
相
違

し
た
場
合
、
ど
ち
ら
を
優
先

す
る
の
か
。

 

Ａ　

ど
ち
ら
が
上
位
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
社
、

町
、
議
会
が
協
力
し
て
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

協
議
す
る
内
容
が
、
公

社
が
所
有
す
る
公
共
用
地
に

関
す
る
諸
問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

協
議
す
る
の
か
。

公
共
用
地
利
用
対
策

会
議

学
校
給
食
民
間
委
託

導
入
検
討
委
員
会

給食センター

 

Ｑ　

こ
の
委
員
会
を
設
置
す

る
理
由
は
。

 

Ａ　

第
４
次
行
財
政
改
革
の

中
で
、
分
校
の
存
続
、
統
合
、

廃
校
に
つ
い
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
委
員
会
を

設
け
て
検
討
し
ま
す
。

 

Ｑ　

委
員
構
成
は
。

 

Ａ　

学
識
経
験
者

１
人
、
同
窓
会
代
表

２
人
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

１
人
、
教
育
委
員

１
人
、
学
校
関
係
者

１
人
、
住
民
代
表
２

人
、
行
政
２
人
の
10

人
以
内
を
考
え
て
い

ま
す
。

 

Ｑ　

今
回
の
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。 質

疑
・
答
弁
か
ら

鞍
手
分
校
あ
り
方
検

討
委
員
会

鞍手分校
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Ａ　

今
問
題
と
な
っ
て
い
る

学
校
法
人
国
際
電
子
整
備
学

園
の
土
地
だ
け
で
な
く
、
公

社
は
他
に
宗
春
用
地
、
小
牧

用
地
も
所
有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
土
地
開
発
公

社
が
必
要
か
ど
う
か
も
合
わ

せ
て
協
議
を
し
て
頂
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

地
方
特
例
交
付
金
と
普

通
交
付
税
の
平
成
16
年
度
と

平
成
17
年
度
を
比
較
す
る
と

か
な
り
下
回
っ
て
い
る
が
。

 

Ａ　

交
付
金
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
も
若
干
の
増
減
が

あ
っ
て
い
ま
す
。

　

交
付
税
に
つ
い
て
も
、
国

の
諸
情
勢
や
算
定
基
準
の
推

移
に
よ
り
変
動
し
て
お
り
、

年
々
減
少
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

交
付
税
の
減
額
は
、
三

位
一
体
と
関
連
が
あ
る
の

か
、
そ
れ
と
も
合
併
し
て
い

な
い
た
め
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

が
あ
る
の
か
。

 

Ａ　

主
な
原
因
は
、
国
勢
調

査
人
口
の
減
で
す
。

　

合
併
し
て
い
な
い
た
め
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
今
現
在
あ

り
ま
せ
ん
。

　

三
位
一
体
の
改
革
の
中
で

は
、
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
数
字
等
は
つ
か
ん
で
い

ま
せ
ん
。

 

Ｑ　

葬
斎
場
と
衛
生
セ
ン

タ
ー
に
指
定
管
理
者
を
置
く

が
、
入
札
に
参
加
し
た
業
者

数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
社
あ
っ

た
の
か
。

 

Ａ　

葬
斎
場
に
つ
い
て
は
、

２
社
が
現
場
説
明
に
来
ま
し

た
が
、
締
切
日
に
は
１
社
と

な
り
、
そ
の
業
者
を
指
定
管

理
者
と
し
ま
し
た
。

　

衛
生
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
１
社
の
み
で
決
定
し
ま

し
た
。

 

Ｑ　

指
定
管
理
者
を
置
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
ど
れ
く
ら
い

の
減
額
に
な
る
の
か
。

 

Ａ　

葬
斎
場
に
つ
い
て

は
、
３
年
半
で
45
万
円
、
衛

生
セ
ン
タ
ー
は
１
７
３
０
万

円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

 

Ｑ　

葬
斎
場
の
指
定
管
理
者

の
住
所
が
新
潟
県
と
な
っ
て

い
る
が
、
支
店
等
が
近
く
に

あ
る
の
か
。

 

Ａ　

本
店
は
新
潟
県
で
す

が
、
福
岡
市
に
支
店
が
あ
り

ま
す
。

 

Ｑ　

契
約
期
間
は
、
当
初

５
年
く
ら
い
を
目
途
に
と
い

わ
れ
て
い
た
が
、
３
年
半
で

契
約
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

 

Ａ　

こ
れ
ら
の
施
設
の
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
３
年
か
ら
５

年
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

行
財
政
改
革
の
関
係
か
ら
21

年
度
ま
で
の
３
年
半
年
増
し

た
。

 

Ｑ　

一
部
委
託
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
何
が
あ

る
の
か
。

 

Ａ　

い
ず
れ
も
庭
園
、
自
動

ド
ア
、
ク
ー
ラ
ー
の
管
理
を

従
来
ど
お
り
委
託
で
行
い
ま

す
。

 

Ｑ　

こ
の
改
正
は
、
患
者
に

と
っ
て
か
な
り
の
負
担
増
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

 

Ａ　

一
般
所
得
を
有
す
る
方

は
、
１
日
あ
た
り
９
２
０
円
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は

３
２
０
円
、
年
金
受
給
額
が

80
万
円
以
下
の
方
は
４
１
０

円
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
負
担
の

な
か
っ
た
老
齢
福
祉
年
金
受

給
者
の
方
は
３
０
０
円
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

 

Ｑ　

長
い
入
院
生
活
を
さ
れ

て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、
か

な
り
の
負
担
と
な
り
、
入
院

で
き
な
い
方
が
出
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
意

向
調
査
な
ど
は
さ
れ
た
の

か
。

 

Ａ　

病
院
に
は
、
療
養
型
で

入
院
し
て
い
る
方
が
10
人
前

後
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

現
在
相
談
員
と
事
務
職
員
等

で
患
者
さ
ん
に
説
明
し
て
い

ま
す
。
結
果
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
施
設
内
の
掲
示
板

等
も
利
用
し
て
周
知
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

こ
の
道
路
が
完
成
す
る

と
弥
生
方
面
か
ら
の
利
用
が

多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
駅
前

は
、
角
度
が
あ
り
、
建
物
も

建
っ
て
い
る
の
で
、
見
に
く

い
の
で
は
な
い
か
。

 

Ａ　

現
状
を
考
慮
し
た
設
計

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

こ
の
道
路
が
開
通
す
れ

ば
、
信
号
機
が
必
要
に
な
る

と
思
う
が
。

 

Ａ　

信
号
機
は
公
安
委
員
会

が
設
置
し
ま
す
の
で
、
今
後

車
が
増
え
た
段
階
で
、
公
安

委
員
会
と
協
議
し
ま
す
。

 

Ｑ　

計
画
さ
れ
て
い
る
遠
賀

川
架
橋
と
の
関
連
は
。

 

Ａ　

直
接
関
係
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
道
路
は
、
交
通
対

策
と
い
う
こ
と
で
改
良
し
ま

す
。

一
般
会
計

指
定
管
理
者
の
指
定

町
立
病
院
施
設
の
使

用
料
及
び
手
数
料
条

例
の
改
正

山
田
添
〜
半
中
線
道

路
改
良
工
事

鞍手駅前の工事箇所
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知りたいこと
望むこと

知りたいこと
望むこと

９人の議員が一般質問

町
体
育
施
設
の
有
効
利
用
を

教
育
長
　
検
討
し
て
い
き
ま
す

質 

問

　
　
　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
使
用
料
は
、
照
明
を
使
わ

な
い
限
り
無
料
で
す
が
、
使

用
者
の
７
割
を
占
め
る
町
外

者
か
ら
は
使
用
料
を
徴
収
し

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

社
会
教
育
課
長

　
　
　
　
　
　
　

現
在
行

財
政
改
革
専
門
部
会
で
検
討

中
で
す
。

税
務
課
長

　
　
　
　
　

部
会
で
は
有

料
に
す
る
方
向
で
進
ん
で
お

り
、
19
年
度
か
ら
の
実
施
を

考
え
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

前
回
質
問
し
た

際
、
前
向
き
に
検
討
す
る
と

答
弁
さ
れ
た
が
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

教
育
長

　
　
　
　

第
３
日
曜
日
を

開
設
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
勤

務
条
件
や
予
約

シ
ス
テ
ム
の
変

更
、
条
例
改
正

な
ど
も
必
要
と

な
り
、
尚
検
討

が
必
要
で
す
。

　

も
し
開
設
の

方
向
に
な
っ
て

も
、
準
備
期
間

が
必
要
で
、
す
ぐ
に
と
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
新

年
度
ま
で
に
準
備
し
て
、
そ

の
方
向
に
持
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

以
前
フ
ッ
ト
サ
ル

場
と
し
て
の
利
用
を
と
提
案

し
ま
し
た
が
、
使
用
希
望
者

も
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

町 

長

　
　
　

使
用
料
等
の
問
題

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い
て
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
得

ら
れ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
実
現
に
向
け
て
努
力

し
ま
す
。

質 

問

　
　
　

現
在
ま
で
の
使
用

状
況
は
。

町 

長

　
　
　

４
月
に
オ
ー
プ

ン
し
、
宿
泊
施
設
は
７
月

か
ら
９
月
ま
で
の
間
利
用

で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
は
、
７
月
が

６
１
８
人
、
８
月
が
４
７
０

人
で
、
宿
泊
利
用
者
総
数
は

59
組
、
１
０
８
８
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
町
内

の
利
用
者
は
、
65
％
で
す
。

利
用
者
は
宿
泊
以
外
に
付
近

の
散
策
等
で
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

質 

問

　
　
　

今
後
の
利
用
と
管

理
は
。

町 

長

　
　
　

10
月
か
ら
６
月
ま

で
の
間
の
施
設
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
社
会
教
育
課
へ
申

し
込
み
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
警
備
会
社
が
監
視
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や
い

た
ず
ら
等
が
予
測
さ
れ
ま
す

の
で
、
毎
週
１
回
月
曜
日
に

見
回
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
外
者
か
ら
使
用
料
の

徴
収
を
考
え
て
は

宇 田 川　亮 議員

第
３
日
曜
日
の
施
設
の

利
用
は
ど
う
な
っ
た

土
の
テ
ニ
ス
練
習
場
の

有
効
利
用
は

大
谷
自
然
公
園
の
管
理

は

使用されていない土のテニス練習場
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公
社
用
地
問
題
と
今
後
の
展
開
は

町
長
　
対
策
会
議
を
立
ち
上
げ
早
期
解

決
を

質 

問

　
　
　

今
般
、
国
際
電
子

整
備
学
園
の
敷
地
、
建
物
が

特
別
売
却
に
よ
る
競
売
で
、

他
の
学
園
が
落
札
し
、
公
社

所
有
の
残
地
は
必
要
な
く
、

競
売
に
よ
り
国
際
電
子
整
備

学
園
は
、
今
後
学
園
運
営
も

で
き
ず
、
公
社
用
地
も
現
在

の
地
価
は
約
20
億
円
膨
れ
あ

が
り
、
同
学
園
に
よ
る
用
地

の
購
入
等
は
不
可
能
な
状
態

で
す
。

　

町
は
、
対
策
会
議
を
立
ち

上
げ
検
討
の
様
子
だ
が
、
具

体
案
は
あ
る
の
か
。

町 

長

　
　
　

対
策
会
議
を
立
ち

上
げ
、
町
、
公
社
は
協
定
書
、

覚
書
等
の
履
行
が
で
き
な
い

旨
の
公
文
書
を
求
め
、
同
時

に
無
償
で
貸
し
与
え
を
行
っ

て
い
る
公
社
用
地
の
使
用
を

差
し
止
め
る
法
的
処
置
を
講

じ
る
か
、
ま
た
約
定
書
に
よ

る
損
害
賠
償
等
の
法
的
処
置

を
取
る
な
ど
検
討
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
野
球
場
や
サ
ー

キ
ッ
ト
場
な
ど
施
設
の
状
況

回
復
を
求
め
、
広
く
対
策
会

議
で
検
討
し
、
問
題
の
早
期

解
決
を
考
え
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

旧
鞍
手
郡
四
町
で

負
担
金
を
出
し
運
営
を
行
っ

て
い
た
消
防
業
務
や
じ
ん
芥

処
理
施
設
は
宮
若
市
の
誕
生

で
、
規
約
の
変
更
、
組
織
替

え
の
必
要
が
生
じ
て
い
る

が
、
町
長
の
見
解
を
。

町 

長

　
　
　

現
在
、
更
な
る
広

域
圏
の
合
併
が
推
進
さ
れ
、

当
初
は
10
万
人
構
想
か
ら
急

遽
30
万
人
の
人
口
を
睨
ん
だ

消
防
の
広
域
合
併
構
想
が
あ

り
、
ま
ず
は
二
市
二
町
の
体

制
を
整
え
る
た
め
、
幹
事
会

や
助
役
会
で
協
議
を
行
い
ま

す
。

　

じ
ん
芥
施
設
、
消
防
業
務

の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
対
処
し
ま
す
。

仲 野　 守 議員

質 

問

　
　
　

平
成
17
年
度
一
般

会
計
で
多
く
の
団
体
に
補
助
金

や
助
成
金
が
支
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
総
額
と
対
象
団
体
数
、

領
収
書
添
付
の
有
無
、
監
査
は

ど
の
よ
う
に
。
ま
た
決
算
書
や

領
収
書
の
公
開
は
。

町 

長

　
　
　

平
成
17
年
度
決
算

で
は
、
総
額
１
億
２
６
２
４

万
円
の
う
ち
、
22
団
体
約
７

８
８
６
万
円
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
決
算
書
の
提
出
は
22

団
体
中
20
団
体
。
各
団
体
の

総
会
資
料
等
で
事
業
内
容
や

活
動
状
況
を
把
握
し
、
決
算
・

監
査
報
告
を
参
考
に
審
査
を

し
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

補
助
金
、
助
成
金

の
支
給
目
的
が
明
確
に
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
本
来
自
己

資
金
で
負
担
す
べ
き
も
の
が

含
ま
れ
て
い
た
り
、
役
割
を

終
え
て
い
る
補
助
金
、
助
成

金
が
既
得
権
と
し
て
支
給
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
補
助

金
等
の
明
確
な
交
付
基
準
の

策
定
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
作
業
状
況
は
。

町 

長

　
　
　

役
割
が
終
わ
っ
た

も
の
は
や
め
、
既
得
権
等
々

の
問
題
は
部
会
で
検
討
し
、

改
め
ら
れ
る
も
の
は
改
め
て

い
き
た
い
。

質 

問

　
　
　

小
中
学
校
図
書
室

の
図
書
総
数
と
充
足
率
は
。

ま
た
司
書
教
諭
と
学
校
図
書

の
情
報
の
電
算
化
は
。

教
育
長

　
　
　

平
成
17
年
度
、
小

学
校
６
校
で
２
万
９
９
２
１

冊
、
充
足
率
は
86
％
、
中
学
校

２
校
で
１
万
５
８
９
６
冊
、
充

足
率
は
83
％
で
す
。

　

司
書
教
諭
は
兼
任
に
な
り
ま

す
が
、
古
月
小
以
外
は
す
べ
て

の
小
中
学
校
に
配
置
し
て
い
ま

す
。
電
算
化
の
実
施
は
、
南
中

学
校
１
校
の
み
で
す
。
今
後
、

各
校
と
も
電
算
化
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

３
校
ほ
ど
見
て
回

り
ま
し
た
が
、
図
書
の
中
味

に
つ
い
て
は
古
い
も
の
が
多

く
、
ま
だ
不
十
分
で
す
。
今

後
、
ど
の
よ
う
に
予
算
措

置
を
し
、
学
校
図
書
室
を
学

校
教
育
の
中
で
ど
う
位
置
づ

け
、
活
用
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

　
　
　

学
校
図
書
整
備
事

業
を
５
年
計
画
で
実
施
し
、
１

３
０
０
万
円
を
支
出
し
ま
し

た
。
今
後
も
子
ど
も
の
読
書
環

境
整
備
の
た
め
、
学
校
図
書
の

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

岡 﨑　邦 博 議員

学
校
図
書
室
の
整
備
状

況
と
今
後
の
取
組
み
は

町長－改められるものは
　　　改めて

補助金・助成金は明確に

一
部
事
務
組
合
の
方
向

性
に
つ
い
て

年　度 借 入 金 金　利 合　計

昭和５６年度 ４,５２５ ９０ ４,６１５

昭和５９年度 １１０,８０１ ３,８００ １１４,６０１

昭和６０年度
 ～平成６年度 １１,２５９ ９３,１９１ １０４,４５０

合　計 １２６,５８５ ９７,０８１ ２２３,６６６

平成 ７年度 ９１,７３２ ８２,９８４ １７４,７１６

平成１７年度 ９１,７３２ １０６,５８９ １９８,３２１

室木小学校の図書室

（単位：万円）
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質 

問

　
　
　

町
立
病
院
に
、
婦

人
科
、
小
児
科
、
消
化
器
科
、

糖
尿
病
な
ど
の
診
療
内
容
の

充
実
は
で
き
な
い
か
。

町 

長

　
　
　

医
師
の
確
保
が
難

し
く
、
ま
た
、
財
政
的
に
も

無
理
な
状
況
で
す
。

質 

問

　
　
　

町
立
病
院
や
公
共

施
設
へ
巡
回
バ
ス
を
運
行
し

て
は
。

町 

長

　
　
　

町
内
巡
回
バ
ス
運

行
導
入
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
身
体

の
不
自
由
な
方
、
交
通
空
白
地

域
を
対
象
に
導
入
に
向
け
て
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

新
農
業
法
の
施
行

に
よ
る
農
業
の
振
興
と
農
地

の
見
直
し
は
。

町 

長

　
　
　

町
づ
く
り
計
画

に
沿
っ
た
農
地
の
活
用
を
行

い
、
本
町
農
業
の
振
興
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

質 

問

　
　
　

小
中
学
校
の
通
学

路
の
歩
道
の
拡
幅
と
子
ど
も
や

お
年
寄
り
の
た
め
、
段
差
を
取

り
除
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

町 

長

　
　
　

厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
る
の
で
、
条
件
が
整
え

ば
一
部
改
良
等
費
用
を
か
け

な
い
で
効
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
創
意
工
夫
を
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

質 

問

　
　
　

鞍
手
イ
ン
タ
ー
の

ア
ク
セ
ス
網
の
整
備
に
よ
っ

て
、
近
隣
市
町
か
ら
の
利
用

者
も
増
え
、
企
業
の
進
出
も

見
込
め
る
と
思
う
が
。

町 

長

　
　
　

主
要
な
地
方
道
や

県
道
に
接
続
す
れ
ば
、
利
便
性

町
立
病
院
の
診
療
内
容
の
充
実
を
望
む

町
長
　
医
師
の
確
保
、
財
政
面
か
ら
無
理

が
向
上
し
、
相
乗
的
な
地
域
の

活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
積
極
的
に
企
業
の

誘
致
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質 

問

　
　
　

自
然
災
害
発
生
時

の
各
地
域
の
避
難
場
所
の
周
知

徹
底
と
安
否
確
認
等
は
、
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
。

町 

長

　
　
　

地
域
防
災
計
画

を
策
定
し
、
公
共
施
設
な
ど

の
避
難
場
所
を
指
定
し
て
お

り
、
広
報
で
町
民
の
方
に
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
独
居
老

人
等
の
安
否
確
認
に
つ
い
て

は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
安
全
対
策
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

質 

問

　
　
　

当
町
の
救
助
物
資

等
の
備
蓄
状
況
は
。

町 

長

　
　
　

現
在
救
助
物
資
等

の
備
蓄
は
あ
り
ま
せ
ん
。
財

政
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で

慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

質 

問

　
　
　

遠
賀
町
、
岡
垣
町
、

芦
屋
町
と
の
合
併
を
考
え
て
は
。

町 

長

　
　
　

ま
ず
は
、
旧
鞍
手

郡
の
合
併
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
後
近
隣
市
町
の
合
併
を

考
え
ま
す
。

田 中　二 三 輝 議員

質 

問

　
　
　

「
倫
理
に
よ
る
町

づ
く
り
」
を
提
唱
し
た
い
。

倫
理
と
い
っ
た
と
き
に
、
ご

み
を
捨
て
な
い
と
か
、
汚
職

を
し
な
い
と
か
い
っ
た
、
最

低
限
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
倫
理
が
あ
る
が
、
今
よ
り

も
っ
と
事
態
を
良
く
す
る
、

も
っ
と
境
遇
を
改
善
す
る
、

も
っ
と
幸
せ
に
な
る
、
と

い
っ
た
積
極
的
な
意
味
の
倫

理
が
あ
る
。

　

町
長
は
、
６
月
議
会
で
の

所
信
表
明
の
中
で
、
８
つ
の

柱
を
立
て
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
べ
き
課
題
を
示
さ
れ
た

が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
住
民
の
心
を
ひ
と
つ
に

す
る
町
民
憲
章
を
作
り
、「
倫

理
に
よ
る
町
づ
く
り
」
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

町 

長

　
　
　

町
民
憲
章
は
、
倫

理
感
を
高
め
る
内
容
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
当
然
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
現
在
本
町
で
は
、
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
一
定
の
町
の
ビ
ジ
ョ

ン
が
見
え
て
き
た
と
き
に
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

策
定
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

住
民
の
中
に
は
、

鞍
手
町
は
合
併
を
せ
ず
に

単
独
で
い
く
こ
と
に
な
っ

た
が
、
財
政
状
況
は
ど
う
な

の
か
と
い
っ
た
心
配
が
あ
り

ま
す
。
町
の
資
産
・
負
債
を

一
つ
の
表
に
示
す
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
作
成
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町 

長

　
　
　

県
下
で
は
、
69
市

町
村
の
う
ち
、
32
市
町
村
が

作
成
済
み
で
す
。
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
作
成
は
行
財
政
改

革
を
進
め
る
た
め
に
も
必
要

と
思
い
ま
す
の
で
早
急
に
作

成
し
た
い
。

香 原 　暹 議員

町長－町の将来ビジョンが見え
　　　てきたときに検討したい

町民憲章を策定し、「倫理
による町づくり」を

宗像市庁舎前の市民憲章

財
政
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
作
成
を
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か
ん
が
い
用
排
水
の
基
金
の
取

崩
し
や
運
用
の
考
え
は

町
長
　
今
の
時
点
で
取
崩
す
気
持
ち
は
な
い

質 

問

　
　
　

町
財
政
は
、
平
成

21
年
度
に
は
25
億
円
の
不
足

が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ

の
不
足
額
を
補
う
た
め
に
、

か
ん
が
い
揚
排
水
の
基
金
を

取
崩
し
た
り
、
運
用
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

町 

長

　
　
　

か
ん
が
い
施
設
の

維
持
管
理
や
更
新
に
充
て
る

以
外
は
処
分
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
財

政
上
、
必
要
と
認
め
た
と
き

に
は
繰
り
替
え
運
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
税
や
使

用
料
の
徴
収
率
向
上
、
歳
出

の
削
減
を
図
り
、
一
般
財
源

に
基
金
を
充
て
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

質 

問

　
　
　

町
長
は
所
信
表
明

で
、
市
町
村
合
併
は
旧
郡
部

で
の
合
併
を
目
指
す
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、、
宮
若
市
は

当
分
の
間
、
合
併
し
な
い
と

明
言
し
て
い
る
た
め
、
旧
郡

部
で
の
合
併
は
で
き
な
い
と

思
わ
れ
る
。
方
向
を
転
換
し
、

他
市
町
村
と
の
方
向
性
を
示

さ
れ
る
の
か
。
ま
た
は
町
単

独
を
決
意
さ
れ
る
の
か
。

町 

長

　
　
　

当
初
か
ら
鞍
手

郡
で
の
合
併
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
在

の
宮
若
市
は
合
併
直
後
で
あ

り
、
当
面
は
単
独
の
行
政
運

営
の
意
向
を
示
し
て
い
ま

す
。
直
方
市
も
早
期
の
合
併

に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
非

常
に
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

し
ば
ら
く
は
単
独
の
町
づ

く
り
を
行
っ
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
近
隣
の
市
町
か
ら
ぜ
ひ

鞍
手
町
と
合
併
し
た
い
と
望

ま
れ
る
財
政
的
に
足
腰
の
強

い
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

来
年
４
月
に
行
わ

れ
る
議
会
選
挙
と
同
時
に
住

民
投
票
を
行
う
考
え
は
。

町 

長

　
　
　

合
併
は
結
婚
と

い
っ
し
ょ
で
相
手
が
い
な
い

と
で
き
ま
せ
ん
。

　

住
民
投
票
は
今
年
度
中
に

は
行
い
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
議
員
さ
ん
が
出
て

こ
ら
れ
ま
し
た
ら
、
そ
の
時

点
で
の
話
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

日 高　直 幸 議員

質 

問

　
　
　

鞍
手
町
の
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
と
出
生
率

に
つ
い
て
現
状
は
。

町 

長

　
　
　

乳
幼
児
医
療
費
助

成
制
度
は
県
の
補
助
事
業
と

し
て
、
昭
和
49
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
県

下
69
市
町
村
の
う
ち
、
県
が

定
め
た
３
歳
児
ま
で
の
実

施
は
42
自
治
体
、
３
歳
児
以

上
を
対
象
と
し
て
い
る
の
は

27
自
治
体
で
す
。
鞍
手
町
は

外
来
診
療
は
３
歳
未
満
が
無

料
、
入
院
は
平
成
16
年
１
月

か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
に

拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

健
康
保
険
の
改
正
で
、
19
年

１
月
か
ら
、
今
ま
で
か
か
っ

て
い
た
初
診
料
と
往
診
料
も

無
料
に
な
り
ま
す
。

　

出
生
率
は
、
平
成
15
年
が

１
・
１
３
、
16
年
、
１
・
２
１
、

17
年
は
公
的
な
数
字
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
１
・
０
４
で
、

出
生
数
は
99
人
で
す
。
晩
婚

化
、
非
婚
化
の
傾
向
で
、
今

後
も
少
子
化
は
進
む
と
考
え

て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

就
学
前
の
児
童
は

病
気
に
か
か
り
や
す
く
、
急

性
疾
患
で
は
重
症
化
し
や
す

い
た
め
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、

通
院
に
つ
い
て
も
就
学
前
ま

で
に
延
長
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
出
産
一
時
金
が
、

本
年
10
月
か
ら
、
35
万
円
に

増
額
さ
れ
る
が
、
受
領
委
任

払
い
制
度
に
よ
り
、
か
か
っ

た
医
療
費
か
ら
35
万
円
を
差

し
引
い
た
額
の
支
払
い
で
済

む
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

町 

長

　
　
　

乳
幼
児
医
療
費

の
対
象
児
童
は
、
３
歳
未
満

で
、
３
４
７
人
、
就
学
前
ま

で
に
拡
大
す
る
と
７
５
９
人

に
な
り
、
町
の
負
担
が
増
え

ま
す
。
平
成
17
年
に
、
次
世

代
育
成
支
援
構
造
計
画
が
策

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
は
目
標
事
業
の
達
成
に
向

け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

受
領
委
任
払
い
制
度
は
近

い
将
来
実
施
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。

花 田　す ま こ 議員

町長－拡大するとなると
　　　町の負担が重い

乳幼児通院医療制度を就学
前までに拡大を

合
併
構
想
の
取
り
組
み

と
進
捗
状
況
に
つ
い
て

新北排水機場

当町の出生数と出生率
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飲
酒
運
転
の
罰
則
規
定
の
現
状
は

町
長
　
現
在
は
人
事
院
が
制
定
し
た
国

家
公
務
員
の
懲
罰
処
分
の
指
針
を
遵
守

質 

問

　
　
　

当
町
に
お
け
る
飲

酒
運
転
罰
則
規
定
は
。

町 

長

　
　
　

国
家
公
務
員
の
懲

罰
処
分
の
指
針
を
遵
守
し
て
、

処
分
を
決
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

当
町
独
自
の
基
準
は
制
定

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
近
隣

市
町
の
状
況
を
見
て
検
討
し

ま
す
。

質 

問

　
　
　

西
川
の
鉱
毒
水
や

大
雨
時
の
浸
水
対
策
を
解
決

す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
に

継
続
的
に
要
望
を
行
う
考
え

は
。

町 

長

　
　
　

赤
水
の
抜
本
的
な

対
策
を
関
係
機
関
に
求
め
て

い
き
ま
す
。

　

浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

毎
年
県
に
対
し
て
浚
渫
の
要

望
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
西
川
の
抜
本
的
な

改
修
も
含
め
て
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

質 

問

　
　
　

町
長
は
、
企
業
誘

致
は
攻
め
の
姿
勢
で
と
言
わ

れ
て
い
る
が
。

町 

長

　
　
　

本
町
で
は
、
企
業

立
地
ガ
イ
ド
を
作
成
し
、
関

係
機
関
へ
紹
介
な
ど
行
い
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

質 

問

　
　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
認

識
は
。

町 

長

　
　
　

公
共
施
設
の
建
設
、

維
持
管
理
運
営
等
を
民
間
の

資
金
で
、
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
能
力
を
活
用
す
る
も
の
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
利

用
し
て
、
住
宅
団
地
の
整
地

や
企
業
誘
致
の
た
め
の
造
成

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

町 

長

　
　
　

遊
休
用
地
の
有
効

利
用
を
図
ら
な
い
と
経
費
が

か
か
る
の
で
、
今
後
も
議
会

と
詰
め
て
話
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

現
在
第
４
次
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
中
で
す

が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
利
用
し
た

企
業
誘
致
や
住
宅
団
地
の
造
成

を
大
き
な
柱
と
し
て
掲
げ
て
い

た
だ
き
た
い
が
。

町 

長

　
　
　

民
間
の
活
力
等

い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
と

思
い
ま
す
か
ら
、
真
摯
に
町

の
前
途
を
見
据
え
て
い
き
ま

す
。

福 本　博 文 議員

質 
問

　
　
　

現
在
当
町
の
ゴ
ミ

袋
代
は
、
１
枚
84
円
し
て
お

り
、
町
民
は
高
い
の
で
値
下

げ
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
町
長
の
認
識
は
。

町 

長

　
　
　

近
隣
市
町
と
比
べ

確
か
に
高
い
こ
と
は
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
第
４
次
行
財

政
改
革
を
行
い
、
経
費
の
削

減
に
努
め
て
い
る
と
き
で
あ

り
、
価
格
の
引
き
下
げ
は
大

変
困
難
な
状
況
で
す
。

質 

問

　
　
　

ゴ
ミ
袋
の
単
価
は

い
く
ら
で
す
か
。

町 

長

　
　
　

従
来
の
ピ
ン
ク
は

10
円
70
銭
、
９
月
か
ら
使
用
す

る
黄
色
は
、
１１
円
65
銭
で
す
。

質 

問

　
　
　

１
枚
84
円
の
ゴ
ミ

袋
代
を
10
円
下
げ
て
販
売
す

れ
ば
い
く
ら
の
減
額
と
な
る

の
か
。

町 

長

　
　
　

平
成
17
年
度
の
販

売
枚
数
が
70
万
４
０
０
０
枚

で
す
の
で
、
７
０
４
万
円
の

減
収
と
な
り
ま
す
。

質 

問

　
　
　

ゴ
ミ
事
業
は
本
来

町
民
か
ら
集
め
た
税
金
で
す

べ
き
事
業
で
は
な
い
の
か
。

町 

長

　
　
　

平
成
17
年
度
の
ゴ

ミ
処
理
費
は
、
２
億
５
６
０
０

万
円
で
す
。
そ
の
内
ゴ
ミ
袋

代
と
し
て
５
８
０
０
万
円
入

っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
１
億

９
０
０
０
万
円
が
不
足
で

す
。

　

現
在
の
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
、
町
が
負
担
す
る
の
は

難
し
く
、
有
料
化
と
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
納
得
い
く
方
向
で
問
題

の
解
決
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

事
業
者
の
ゴ
ミ
は

本
来
事
業
者
の
責
任
に
お
い

て
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
一
般
家
庭
と
同

じ
よ
う
に
ゴ
ミ
袋
で
処
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を

解
決
し
、
ゴ
ミ
を
減
量
す
れ

ば
、
ゴ
ミ
袋
代
が
値
下
げ
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

町 

長

　
　
　

事
業
者
と
の
問
題

を
解
決
し
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
す
る
ゴ
ミ
量
を

減
量
で
き
た
と
し
て
も
、
宮

若
市
と
の
搬
入
量
の
問
題
も

あ
り
、
鞍
手
だ
け
下
げ
る
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
問
題
が

あ
り
ま
す
。
今
後
の
推
移
を

見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

質 

問

　
　
　

朝
８
時
に
ゴ
ミ
袋

を
出
し
ま
し
た
が
、
午
後
２

時
、
３
時
に
し
か
取
り
に
来

な
く
て
困
っ
て
い
る
が
。

町 

長

　
　
　

収
集
業
者
も
８

時
に
出
ま
す
が
、
順
序
が
決

ま
っ
て
い
る
た
め
、
昼
過
ぎ

に
な
る
地
域
も
出
て
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

松 本　典 子 議員

河
川
環
境
の
再
生
を
行

う
考
え
は

企
業
誘
致
の
状
況
は

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に

町長－価格の引き下げは困難

ゴミ袋代の値下げを
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発
行
責
任
者　
　

　

議
会
議
長　

川　

野　

高　

實

編
集
ス
タ
ッ
フ

　

委
員
長　

宇
田
川　
　
　

亮

　

副
委
員
長　

香　

原　
　
　

暹

　

委　

員　

松　

本　

典　

子

　

委　

員　

岡　

﨑　

邦　

博

　

委　

員　

織　

田　

三
千
雄

　

委　

員　

毛　

利　
　
　

喬

▼
９
月
定
例
議
会
で
は
、
曲
折
を
経
て
、
初

め
て
の
休
日
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
台

風
13
号
接
近
と
い
う
中
で
、
多
く
の
方
が
、

傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
傍
聴
さ
れ
た

方
に
聞
い
て
み
ま
す
と
、「
議
員
も
当
局
も

鞍
手
町
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
真
剣
に
討

議
し
て
い
る
の
を
聞
い
て
参
考
に
な
っ
た
。

ま
た
傍
聴
し
た
い
。」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

▼
私
た
ち
が
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
し
て
い

る
間
に
、
北
朝
鮮
が
核
実
験
を
す
る
と
い
う

衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。
今
政
府
で
は
対
応
を
検
討
中
で
す
が
、

『
日
本
も
核
武
装
を
』な
ど
と
い
う
意
見
が
幅

を
利
か
せ
な
い
か
心
配
で
す
。

▼
各
地
の
体
育
祭
行
事
や
稲
刈
り
も
終
わ
っ

て
、
本
格
的
な
秋
を
迎
え
ま
し
た
。
昼
と

夜
の
気
温
の
差
が
大
き
い
の
も
こ
の
時
期
で

す
。
体
調
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
香 

原 　

 

暹
）

編

集

後

記

鞍手ジュニアバレーボールクラブ
（女子）

　表紙の写真は、８月１８日から２０日に長

崎県で開催された全九州小学生バレーボー

ル男女優勝大会決勝戦の様子です ｡

　鞍手ジュニアバレーボールクラブは、鞍

手町立体育館で元気いっぱい練習に励んで

います ｡

　バレーボールに興味のある小学生は、一

度見学に来てください ｡　

監督　筒 井  英 和

鞍手ジュニアバレーボールクラブ
（男子）

　厳しい練習の中に全国大会出場という目

標を持って毎日のように練習に励み、団体

活動の中で挨拶やチームワークの大切さを

学んでいます。

　また、レクリエーション等の楽しい行事

も行っていますので、興味のある方は鞍手

町立体育館へ見学に来てください。
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表紙の紹介

　受付けは、当日議会事務局で行います ｡
　不明な点は、お尋ねください。

議会事務局　４２－２１１１（内線３３１）
次回は１２月です。

■議会からのお知らせ■




